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問
／
令
和
５
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
学

級
閉
鎖
等
と
な
る
学
校
が
あ
り
、
特
に
高
校
受
験
を
控
え

る
中
学
３
年
生
の
保
護
者
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
安
全

で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、
中
学
３
年
生
の
接
種
に
対
し
て
費
用
の
一

部
を
助
成
し
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
希
望
者
に
接
種
が
行
わ
れ
る
任
意

接
種
で
あ
り
、
対
象
者
が
限
定
さ
れ

る
た
め
、
現
時
点
で
接
種
に
対
す
る

費
用
助
成
を
行
う
考
え
は
な
い
。

　
福
祉
マ
ッ
プ
の
情
報
発
信
は

問
／
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
外
出
や
旅
行
等
を
す
る
際
、

障
が
い
者
等
の
利
用
に
配
慮
し
た
施
設
等
が
分
か
り
や

す
く
記
載
さ
れ
た
福
祉
マ
ッ
プ
の
活
用
が
広
が
っ
て
い

る
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
に
い
が
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、
県
内
の
公
共
施

設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
市
で
は
ど
う
情
報
発
信
し
て
い
る
か
。

答
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
人
に
や
さ
し
い
施
設
の
紹

介
」
の
ペ
ー
ジ
に
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
外
部
リ
ン
ク

を
設
置
し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
た
び
、

福
祉
関
係
の
ペ
ー
ジ
に
も
外
部
リ
ン
ク
を
設
置
し
、
さ
ら

な
る
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

問
／
通
年
観
光
計
画
に
よ
る
効
果
の
見
込
み
は
。

答
／
観
光
消
費
額
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
。
民
間
ビ

ジ
ネ
ス
や
観
光
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ
、
歴
史
・
文
化
資

産
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。
若
者
や
女
性
が
希
望

す
る
多
様
な
雇
用
の
創
出
や
、
市
民
の
愛
着
・
誇
り
の
醸

成
な
ど
、
多
面
的
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

問
／
計
画
で
は
、
観
光
に
取
り
組
む
意
義
を
地
域
課
題
の

解
決
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
義
や
目
指
す
姿
を
、
市
民
や

地
域
と
よ
り
一
層
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
／
市
民
と
の
対
話
集
会
な
ど
の
中
で
、
地
域
で
活
動
す

る
団
体
や
住
民
の
意
見
を
聴
き
、
私
自
身
が
考
え
を
伝
え

て
き
た
。
今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
広
く
市
民
の

意
見
を
募
集
す
る
ほ
か
、
広
報
上
越
な
ど
で
丁
寧
に
説
明

し
て
い
き
た
い
。

問
／
観
光
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

地
域
か
ら
地
域
独
自
の
予
算
事
業
と
し
て
提
案
が
あ
っ

た
場
合
、
市
が
全
額
を
支
出
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
／
現
状
は
団
体
が
主
体
と
な
る
取
り
組
み
が
９
割
を

超
え
て
い
る
。
取
組
内
容
の
精
査
及
び
提
案
団
体
等
と
の

協
議
に
よ
り
、
市
と
し
て
実
施
す
べ
き
と
判
断
し
た
も
の

は
、
市
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
直
営
又
は
業
務
委
託
等
で

実
施
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
取
り
組
み
の
意
向
が
あ
る
場

合
、
ま
ず
は
総
合
事
務
所
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。

問
／
関
川
流
域
委
員
会
に
お
い
て
、「
関
川
水
系
河
川
整

備
計
画
の
変
更
骨
子
（
案
）」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

審
議
が
な
さ
れ
た
の
か
。

答
／
令
和
５
年
３
月
に
関
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
河
川
整
備
計
画
の
変

更
を
進
め
て
い
る
。
令
和
５
年
７
月
に
は
河
川
整
備
計
画

の
変
更
骨
子
案
が
示
さ
れ
、
保
倉
川
放
水
路
の
目
標
流
量

が
毎
秒
９
０
０
ｔ
に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
国
に
対
し
地

域
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
令
和
５
年
10
月
の
治
水
対
策
検
討
部
会
で
は
、
目
標

流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
複
数
の
治
水
対
策

案
を
比
較
・
評
価
し
、
科
学
的
、
技
術
的
、
経
済
的
な
妥

当
性
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
／
今
後
の
保
倉
川
放
水
路
整
備
の
進
め
方
は
。

答
／
令
和
５
年
12
月
８
日
の
関
川
流
域
委
員
会
で
、
放
水

路
の
幅
や
ル
ー
ト
を
含
む
河
川
整
備
計
画
の
変
更
原
案

が
公
表
さ
れ
た
。
今
後

関
係
住
民
か
ら
意
見
を

募
集
し
、
そ
れ
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
変
更
案
が

作
成
・
審
議
さ
れ
る
予
定
。

問
／
放
水
路
開
削
後
の
津
波
対
策
は
。

答
／
最
大
ク
ラ
ス
と
さ
れ
る
Ｌ
２
津
波
で
は
、
国
道
８
号

南
側
の
一
部
で
浸
水
が
あ
り
う
る
。
市
で
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
製
等
の
対
策
の
検
討
や
、
国
に
対
し
て
総
合
的

な
津
波
対
策
の
確
実
な
実
行
を
働
き
か
け
て
い
く
。
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通
年
観
光
の
意
義
や

目
指
す
姿
を
共
有
す
べ
き
！
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倉
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放
水
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整
備
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ー
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る

保倉川放水路ルート
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